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（様式 1−2） 提出日：2021 年  5 月 14 日 

2020 年度 大阪大学蛋白質研究所 拠点事業   

（２）研究成果の概要 
 
課題名 ゲノムスケールでの蛋白質間相互作用予測 

研究代表者 氏名 村上洋一 

所属機関名・部局名 学校法人東京農業大学 東京情報大学・総合情報学部 総合情報学科 

職名 准教授 

事業名 

（該当の事業名の右欄に○） 

○ 共同研究員 

 超高磁場ＮＭＲ共同利用研究課題 

 クライオ電子顕微鏡共同利用研究課題 

 客員フェロー 

蛋白研受入担当教員名 水口賢司 

2020 年度の共同研究は、新型コロナウイルスの影響により、ゲノムスケールでの蛋白質間相互作用

予測のためのシステム開発が進まなかったため、共同研究を実施することが十分に出来ませんでした。

よって、成果報告書を提出することはできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


